
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校教育目標》 

「育成を目指す資質能力」 

○やり通す「粘り強さ」 

 ○協力する「協働する力」 

 ○前進する「創造する力」 

啓北中四本柱 

・挨拶励行 ・環境美化 

・私語撲滅 ・時間厳守 

苫小牧市立啓北中学校 学校通信 令和７年５月１日発行 

 やってみよう  
「何かがはじまるのを待っててはいけない」 

「はじめる何かを自分で探し、自分ではじめるんだ」 

「そして、その何かに夢中になるんだ」 
 

入学式の式辞で、このようなことを伝えました。 

新年度が始まって 1カ月が経ちました。学校では、様々な行事や取組がスタートしています。学校

は、1年間のプログラムが決まっています。4月に入学式があり、5月に体育大会があり・・・などで

す。こうしたことは、動かせないものですし、黙っていてもやってきます。ただ、こうした行事や日

常生活の中で、生徒たちが「よし、やってみよう」と自ら思って、行動してほしい。 

全ての生徒が、やってみたいと思えるようなことがたくさんある学校をつくりたい。それが、私の

令和 7年度の「やってみよう」です。 

そのための方策を掲げているのが、学校経営方針です。一部抜粋してご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育大会  
先日、保護者の皆様にご案内しましたように、今年度の体育大会は、5月 23日（金）に本校グラウ

ンドにて行います。プログラムも固まりつつあります。職員会議では、生徒が楽しめる競技は・・・ 

作戦が生かされる競技は何か・・・などと子供を主語にして協議が進みました。 

団体戦を中心とした内容になりそうです。生徒の笑い合う姿、大きな掛け声、中学生ならではの迫

力あるパフォーマンス、たくさんの子供たちの生き生きとした活動にご期待ください。 

なお、本校グラウンドで開催するにあたっては、保護者の皆様のご理解とご協力が必要です。グラ

ウンド周辺の路上駐車が問題となって、緑ヶ丘陸上競技場に開催場所を移した経緯があります。体育

大会が近づきましたら駐車場のご案内をいたしますので、ご対応お願いいたします。 
 

苫小牧市立啓北中学校長 遠 藤 佳 伸 

 

 

啓北中「６つの行動指針」 すべての教育活動を この考えのもと推進していきます。 

01 学ぼう  （子どもも教師も学ぼう）  

02 育てよう （未来を生き抜く子どもに必要な資質・能力を育てよう） 

03 楽しもう （子どもも教師も楽しもう）  

04 聞こう  （意見や悩み事など、子どもの声に耳を傾けよう） 

05 寄り添おう（相手の立場になって考えよう）  

06 つなごう （子ども同士をつなぐとともに、地域に、社会につなげよう） 


